
ひょうご産業SDGs推進宣言企業（認証企業
含む）を対象に、省エネ診断に係る受診費用
を補助。
補助額　省エネ最適化診断または省エネ診断
　　　　の料金×1／2

GX診断補助金
兵庫県
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電気自動車、燃料電池自動車の導入費用の一
部を補助。
補助額　下記を上限額とし、 国補助額×1／4

電気自動車（軽・小型自動車）10
万円／台、（普通車）20万円／台
燃料電池自動車　50万円／台

次世代自動車導入促進事業
姫路市
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自家消費型太陽光発電設備及び蓄電池の導入
費用の一部を補助。
補助上限　500万円（太陽光発電設備及び
　　　　　蓄電池の合計額）

事業所用太陽光発電設備等導入促進事業
姫路市
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電気自動車充電設備（普通充電設備）の設置
費用の一部を補助。
補助額　充電設備の税別本体価格×1／2
　　　　（上限10万円／基）

電気自動車等充電設備導入促進事業
姫路市
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自社のエネルギー使用量やCO2排出量を
簡単に“見える化”できるツールで、毎月
の電気・ガス等の請求書やガソリン・灯油
等の領収書などを用意し、使用量・料金を
入力するだけで、CO2排出量と一次エネ
ルギー使用量が自動で計算されます。

CO2チェックシート
日本商工
会議所
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事業者の脱炭素に向けた取り組みの3つの
ステップ「知る、測る、減らす」のうち、
「測る」＝企業の電力・ガスなどのエネル
ギー使用量から二酸化炭素・温室効果ガス
の排出量を計測・把握することを支援。

CO2見える化サポート“見えサポ”
姫路商工
会議所

6

中小企業のGX推進に向けた施策パッケージ 経済産業省

❶中小機構による支援
・全国10カ所の地域本部に相談窓口設置
・脱炭素に取り組む必要性や取組方について学
ぶ無料の動画を公開

❷エネルギー消費量・排出量算定支援
◆省エネ診断

【令和6年度補正予算額：34億円】
・省エネの専門家が中小企業を訪問しアドバイ
スを実施。新たな類型として、エネルギー使
用状況の見える化、分析、省エネ提案を行う
「IT診断」を措置。
◆省エネ補助金

（Ⅳ型：エネルギー需要最適化型）
【金額は⑥内の省エネ補助金の内数】

・エネルギー使用状況の見える化・最適化を行
うエネマネシステムの導入を支援。
◆SHIFT事業

【令和6年度補正予算額：30億円の内数】
・DXシステムの導入に加え、設備運用改善に
よる即効性のある省CO2化や運転管理デー
タに基づく効果的な改修設計などを支援。

❸地域支援機関等の取組を後押し
◆事業環境変化対応型支援事業

（うちGX支援体制構築実証事業）
【令和6年度補正予算額：112億円の内数】

・商工会議所を含む地域の支援機関や地域金融機
関のGXサポート人材を育成。
◆地域ぐるみでの支援体制構築事業

【令和7年度予算案額：14億円の内数】
・商工会議所を含む地域の支援機関や金融機関に
よるサポートを強化し、地域の中小企業を多面
的に支援する体制構築を促進。

❹中小機構による支援
・排出削減計画の策定などの伴奏支援。

❺大企業等による中小GX推進を支援
◆バリューチェーン全体での排出削減計画策定
支援事業 【令和7年度予算案額：14億円の内数】

・サプライチェーン全体での脱炭素化を目指す大
企業等が、取引先の中小へGX推進の支援を行
う取組を後押し。
◆GXリーグ
・参画企業にサプライチェーンでの排出削減を求
めつつ、あわせて中小GXを促進する取組も検討。

❻設備投資等の支援
◆省エネ補助金

【国庫債務負担行為含め2,375億円
（令和6年度補正予算額：600億円）】

・省エネ設備への更新を企業の複数年の投資計画
に対応する形で支援。中小企業の大規模な省エ
ネ投資を後押しする新類型を創設。
◆ものづくり補助金／新事業進出補助金
【令和6年度補正予算額：3,400億円の内数／

既存基金を活用：1,500億円】
・GXに資する革新的な製品・サービスの開発や
新事業への挑戦を通じた中小企業の新市場・高
付加価値事業への進出を支援。

◆企業間連携省CO2促進事業
【令和7年度予算案額：69億円の内数】

・大企業等がサプライヤー等の取引先とともに行
う省CO2化に資する投資を支援。

●CN投資促進税制、JFCのGX関連融資、
　低炭素リース信用保険制度も継続

資金面での支援強化地域等での支援体制の強化
排出削減計画等の策定をサポート

相談窓口の設置
排出量等の算定

1．GXのメリットや取組方法、
排出量等が分からない

2．具体的な取組の進め方が分か
らない、計画が立てられない

3．GXに取り組みたいが、
資金が不足

中小企業

➡ ➡


